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5月の休館日はありません

中
村
鴈
治
郎
改
め
坂
田
藤
十
郎
が

襲
名
後
長
門
に
初
お
目
見
え
！

藤
十
郎
の
孫
、
中
村
壱
太
郎
が
、

初
役
で
大
曲
「
鏡
獅
子
」
に
挑
む
な

ど
見
所
満
載
で
す
。

●
と
き
　
５
／
26
（土）

17：

00
〜

５
／
27
（日）

13：

00
〜

●
演
目
　
「
鏡
獅
子
」、「
ご
挨
拶
」、

「
廓
文
章
」

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

１
階
Ｓ
席
／
　
１
１
、
０
０
０
円

２
階
Ａ
席
／
　
１
０
、
０
０
０
円

２
階
Ｂ
席
／
　
　
９
、
０
０
０
円

桟
敷
席
（
６
名
）
／

６
６
、
０
０
０
円

※
当
日
５
０
０
円
増

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所

①
、
②
、
⑤
〜
⑦
、
⑩

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
３
１
６
１

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

喜
び
に
浸
る

香
月
泰
男
は
相
反
す
る
二
つ
の
世

界
を
描
い
て
い
ま
す
。
し
か
も
並
行

し
て
。
一
つ
は
自
身
で
体
験
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
戦
争
、
そ
の
後
の
シ
ベ

リ
ヤ
抑
留
と
い
う
限
り
な
く
死
に
近

い
世
界
。
も
う
一
方
は
今
回
の
主
題

を
含
む
戦
禍
と
は
無
縁
の
世
界
。

生
き
と
し
生
け
る
も
の
へ
の
畏
敬

の
念
を
い
つ
も
心
に
留
め
温
か
い
眼

差
し
を
注
ぐ
画
家
。
描
か
れ
た
も
の

た
ち
か
ら
や
さ
し
さ
が
滲
み
出
て
い

る
の
は
ご
く
ご
く
自
然
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
し
ょ
う
。

●
会
　
期
　
２
／
３
（土）
〜
５
／
27
（日）

●
開
館
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

●
入
館
料
（
20
人
以
上
団
体
）

・
一
　
般
　
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

・
大
学
生
　
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

・
高
校
生
以
下
無
料

香
月
泰
男
美
術
館
で
実
施
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
来
館
者
の
声

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

立
花
隆
の
「
シ
ベ
リ
ヤ
鎮
魂
歌
」

を
読
ん
で
来
ま
し
た
。以
前
に
２
回
、

今
回
で
３
回
目
で
す
が
、
香
月
作
品

の
壮
大
な
世
界
が
や
っ
と
理
解
で
き

ま
し
た
。
芸
術
の
本
質
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
伺
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
通
う
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
福
岡
県
50
代
男
性
）

絵
は
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
う
で
な
い
こ
と
を
教
え
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

（
東
京
都
20
代
女
性
）

受
け
継
が
れ
る
文
化

長
門
市
の
南
西
部
、
静
か
な
山
峡

に
た
た
ず
む
俵
山
に
は
、
地
区
の
伝

統
芸
能
俵
山
女
歌
舞
伎
（
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
）
が
今
も
確
実
に
伝

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
国
民

文
化
祭
や
ま
ぐ
ち：

地
芝
居
の
祭
典
」

に
お
い
て
、
俵
山
女
歌
舞
伎
保
存
会

に
よ
る
「
釣
女
」
を
は
じ
め
、
俵
山

小
学
校
子
ど
も
歌
舞
伎
「
白
浪
五
人

男
」
や
俵
山
中
学
校
子
ど
も
歌
舞
伎

「
三
番
叟
」
が
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
の
特
色
を
生
か
し
た
地
芝

居
の
競
演
は
、
来
場
者
に
大
き
な
感

動
を
呼
び
ま
し
た
。

俵
山
公
民
館
と
し
て

「
楽
し
み
な
が
ら
自
分
の
好
き
な

こ
と
に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
自
己

の
能
力
開
発
と
共
に
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
に
つ
な
げ
る
学
習
」
実
現

の
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
学
校
・
地

域
・
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
と
公
民
館

が
連
携
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
主
な
活
動

・
合
同
文
化
祭

・
合
同
体
育
祭

・
高
齢
者
学
級
俵
山
い
き
が
い
大
学

・
地
区
民
合
同
学
習
会

・
ど
う
げ
ん
養
成
講
座
な
ど

新
た
な
活
動

今
年
度
か
ら
市
内
の
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
「
俵
山
小
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
放
課
後
の

安
心
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
、
俵
山
小
学
校
校
舎
内
で
誰
も
が

参
加
で
き
る
「
子
ど
も
教
室
」
を
行

う
も
の
で
、
現
在
８
名
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

山
口
県
が
誇
る
演
歌
歌
手
・
山
本

譲
二
の
本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
。

長
門
市
出
身
の
作
詞
家
・
大
津
あ

き
ら
没
後
10
年
を
機
に
、
大
津
さ
ん

の
故
郷
・
仙
崎
の
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

で
実
現
し
ま
し
た
。
大
津
さ
ん
は
山

本
譲
二
の
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
中
で

も
「
あ
な
た
し
か
い
ら
な
い
」（
平

成
９
年
）、「
外
は
雨
が
…
」（
平
成

10
年
）の
作
詞
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

生
バ
ン
ド
の
演
奏
に
乗
せ
て
お
届

け
す
る
、
山
本
譲
二
の
素
晴
ら
し
い

歌
声
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
７
／
22
（日）

昼
の
部
／
14：

30
〜

夜
の
部
／
18：

30
〜

●
入
場
料
（
全
指
定
席
）

６
、
０
０
０
円

※
当
日
５
０
０
円
増

※
友
の
会
会
員
は
３
０
０
円
引
き

（
２
枚
ま
で
）

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

友
の
会
　
５
／
12
（土）
10：

00
〜

一
　
般
　
５
／
19
（土）
10：

00
〜

●
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
　
①
、
②
ほ
か

ロ
ー
ソ
ン
Ｌ
コ
ー
ド：

６
４
４
９
８

５
／
19
チ
ケ
ッ
ト
一
般
発
売
開
始

市
広
報
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
裏

表
紙
を
飾
る
「
尾
崎
眞
吾
の
み
す
ゞ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
作
品
の
中
か
ら
選

ん
だ
、
記
念
館
未
展
示
作
品
15
点
を

展
示
し
ま
す
。

み
す
ゞ
さ
ん
の
童
謡
は
、
み
す
ゞ

さ
ん
が
文
字
で
か
い
て
く
れ
た
見
え

る
こ
と
ば
と
同
じ
だ
け
、
見
え
な
い

こ
と
ば
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
と

ば
の
ま
ど
を
あ
け
る
と
、
そ
こ
は
や

わ
ら
か
く
て
、
や
さ
し
い
、
こ
と
ば

の
広
場
で
す
。
こ
の
広
場
を
、
眞
吾

ワ
ー
ル
ド
で
描
い
た
、
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
空
間
で
す
。

●
会
期
　
７
／
15
（日）
ま
で

●
展
示
時
間
　
９：

00
〜
17：

00

（
入
館
は
16：

30
ま
で
）

７
月

・
ノ
ス
タ
ス
ラ
イ
ブ

８
月

・
夕
焼
け
邦
楽
ラ
イ
ブ

・
下
関
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

・
小
倉
少
年
少
女
合
唱
団
公
演

10
月

・
演
劇

11
月

・
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

12
月

・
ア
マ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

１
月

・
島
田
洋
七
独
演
会

２
月

・
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

３
月

・
ラ
ポ
ー
ル
こ
ど
も
交
流
祭（
仮
称
）

「地芝居の祭典」の様子


